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 これまで授業において、そして放課後に準備を重ねてきた文化祭が、いよいよ開幕します。川崎中学校の

文化的活動の集大成であり、見どころ満載です。今回は、体育館においてパビリオン方式での展示・発表と

いう初の試みであり、全校生徒の作品や発表が 360度、どこを見ても彩りも鮮やかに溢れています。 

 今回は、そんな川中文化祭の見どころを、少しだけ紹介したいと思います。 

開祭式・閉祭式 生徒会執行部企画の式典で、文化祭を盛り上げるための様々な趣向が凝らされています。 

全校制作 美しくて目を見張る制作物、じっくり読んで心がじんわりあったかくなる制作物、素敵に仕上がりました。 

ステージ発表 一気に盛り上がり、なるほど～！と感心する発表です。一人ひとりの頑張りに注目です！ 

作品展示 どの作品も２学期の授業で一生懸命取り組んできた素晴らしい作品です。それぞれのセンスの良さをぜひご覧あれ。 

全校合唱 遡ってみれば、６月から大切に歌ってきた「なないろ」。そして、感謝の気持ちを伝えたいという 

    想いを込めた「ありがとう」。全校が声を合わせ、歌を届けます。ぜひ歌う表情もご覧ください。 

 なお、これまでの通信で文化祭活動の様子の写真等をほとんど載せてないのは、文化祭当日に足を運んで

いただき、直接目で見ていただきたい、直接耳で聴いていただきたい、直接全身で感じていただきたいとい

う思いからです。生徒が発信する熱く温かいメッセージを受け取ってください。どうかお楽しみに！ 

 

 

 10月 18日（土）、19日（日）に開催された前期県新人大会。まずは野球競技が一関地区で開催されました。 

一関地区の第一代表である大東・川崎・千厩中学校チームと、盛岡地区の第一代表である仙北中学校が 1 回

戦で対戦しました。初戦ならではの緊張感が漂う中、それでも積み重ねてきた練習の成果を発揮すべく、声

を出しながら、精一杯のプレーをしました。試合は惜しくも５－２で敗れましたが、真っ向勝負で堂々とし 

た戦いぶりでした。地元開催でプレッシャーもある 

中、一関地区の野球競技の質の高さを示すことが出 

来ました。今大会の成果と反省を生かし、来年の中 

総体に向けて、ここからまた頑張っていきましょう！ 


